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京
都
哲
學
會
規
約

一、

{
曾
は
魔
義
に
お
け
る
掛
雛
の
研
究
と
そ
の
薯
及
を
間
る

　
こ
と
を
絹
的
と
す
る

叫、

?
の
R
的
の
た
め
に
次
の
蹴
業
を
行
ふ

8
　
侮
月
一
悶
研
究
會
を
開
く

〔門

?
年
公
闘
講
演
曾
を
開
く

鋤
　
毎
月
一
隅
「
哲
學
硲
究
」
を
幾
行
ず
る

一
、
ポ
倫
勧
の
蹴
Ψ
業
を
潔
帽
鶉
牡
す
る
た
め
に
委
鐵
バ
若
干
名
を
お
く
ヤ

委
員
は
京
梛
大
晦
鞍
學
科
敏
官
及
び
委
員
會
に
お
い
て
推
薦

　
し
た
藩
に
委
囑
す
る

一、

{
弊
は
會
員
組
織
と
し
、
＾
曾
資
に
は
養
格
の
制
限
を
設
け

な
い
、
鍬
丁
校
・
燃
凹
跡
館
・
其
他
の
㎜
圏
盤
は
團
髄
の
名
を
以
て
一

一
す
る
こ
と
竜
で
蓮
る

一
、
曾
員
は
曾
費
と
し
て
年
五
四
〇
園
、
叉
は
牛
年
二
七
〇
脳

を
煎
納
す
る

一、

D
鍛
は
會
誌
の
醗
窟
を
受
け
、
會
誌
に
豫
饗
す
る
諦
種
の

行
寧
に
蹴
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
曾
は
雄
務
所
を
京
都
大
學
丈
學
部
内
に
お
く

一、

{
玉
硯
規
動
脚
の
改
π
論
欝
更
は
委
員
倫
樋
の
曲
決
議
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

井山矢三松野長田武者幽島下重上臼有

内田尾鴫中畑原程澤甥環
島得町村三又雅菱義三太芳勇俊照二簗

勉立郎勉海夫人高高郎郎同病郎夫禽郎



ewme・

　　　閉欝　　　き｝寅　　　憲・韓
　　　す静　京　　

了

　寝　　瑛
　，ブく　　文

一一」A　　　　學
黛學　　部

　女　　 曾

　　　　議都謙嚢
ab’“

N内　，、i
　　　　を
學tS

會

麟　宗
無
史　激
と

人　 的
問

的　決
存

在　断

轡一雛
噸た

牽
一
月
四
閤
（
土
）
華
稽

京
都
大
學
法
、
維
第
四
藪
室

毎繁難範隠
綬學

務　 武

綴　 内

獺　
響鷲

作　 範

班　 君

京
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公
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午
後
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噂
　
　
　
納
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

聯
絡
丁
後
、
山
塞
罵
二
君
の
擁
ア
メ
（

い
て
の
報
告
が
あ
り
載
す
、
絢
癒
の

寓
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
本

十

万
午言

忌
森

ケ
後
一
噂

　
　
日
本
哲
學
會
秋

　
晴
　
牽
一
月
二
・
胃
…
腿

　
鷹
　
京
都
大
學
文
撫
部

　
共
磁
空
題
「
存
在
と
論

十
一
月
二
騰
∵
不
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㌦
　
奪
　
　
し
　
“
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飛
㌔
碁
　
ブ
　
降
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以
上
、
我
涛
は
陳
那
藪
學
が
↓
つ
の
猫
立
の
…
敏
學
と
し
て
樽
楡
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
大
盤
明
か
に
し
て
き
疫
が
、
こ
の

や
う
な
陳
那
藪
雄
の
課
題
は
い
か
に
解
決
焙
れ
る
で
あ
ら
う
か
が
次
に
建
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
我
凌
は
稿
を
改
め
て
こ
の
聞

　
　
　
　
　
ノ

題
を
拠
に
麺
べ
九
い
と
恩
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

　
の
ワ
シ
リ
エ
…
フ
桝
、
佛
敬
鹸
ご
…
九
　
頁
（
佛
謙
）
。
戯

　
③
　
山
彊
盆
汽
串
親
佛
数
論
致
』
三
〇
八
買
。

　
紛
窟
鷲
暴
鐡
「
器
簿
ヨ
筍
愈
》
、
轟
ザ
三
｝
属
萱
冨
霧
い
牝
窟
販
緯
眺
部
館
十
八
購
。

　
ゆ
簿
畠
ξ
謬
蚤
駕
考
幾
鈎
葺
（
戴
藍
◎
夢
8
ρ
｝
診
（
囲
（
葛
鶏
錠
”
マ
幽
。
ご

　
（
　
　
　
　
　
　
『
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謙

前號肖次
求
議
時
代
の
．
一
二
：
・
：
：
・
：
：
　
武
内
　
義
範

㍉

慰
鋤
論
理
の
訂
重
三
に
就
い
て
（
轡
ど
：
　
前
里
　
濾
幸

郷
緋
瀞
斜
ひ
摂
弓
Φ
－
－
－

　
鮭
魯
娯
堀
の
近
溝
（
船
綿
叩
セ
患
ノ
ニ
轟
）

　
隣
際
粥
灘
雄
櫓
畿
⑳
こ
と
欺
ど
（
畏
尾
、
雛
人
）

　
賊

警
藤
孝
行

陳
郷
歎
學
の
課
懸
へ
先
）

pt．

∬

藝
鵬
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は
古
い
轡
ハ
羅
搬
義
の
瓢
旧
り
が
礁
繁
・
㌔
れ
て
る
．
る
こ
し
㌦
は
蟷
h
裁
さ
れ
て
よ
い
。

が
と
承
角
我
々
が
晶
特
に
注
意
を
求
め
へ
～
い
こ
と
は
古
い
激
…
鰹
訓
点
上
雛
5
3

欝
己
批
到
の
時
が
來
た
と
済
う
こ
と
で
あ
る
ゆ
倫
琿
脳
の
蹴
藤
墜
へ
の
接

｝
灘
嫉
’
二
日
雛
市
げ
る
こ
と
の
轟
來
な
い
一
つ
の
傾
向
に
な
っ
て
來
、
た
。
西
韻

糎
徽
か
ら
晦
物
論
㎜
へ
の
紬
騨
蜘
　
も
吹
㌧
う
云
・
つ
傾
向
の
一
塁
一
動
と
見
れ
ば
簡
単

に
醗
萌
が
つ
く
。
回
向
必
ず
し
亀
悪
く
な
い
。
問
題
は
雛
闘
に
鋤
す
る
誠

轡ハ

ﾌ
有
無
で
あ
る
。
だ
が
誠
蜜
だ
け
で
は
題
～
問
ほ
獲
達
し
な
い
。
糧
問
の

獲
逡
に
は
蓬
渉
的
澱
識
が
最
も
必
婆
だ
。
灘
代
哲
學
が
一
舎
理
酌
縄
験
酌

侮
れ
に
せ
よ
一
我
々
を
と
ら
え
る
の
は
さ
う
鋏
う
泌
代
人
の
博
士
的
野
脚

の
勝
藻
で
あ
る
こ
ど
に
塞
く
で
あ
ら
う
、
然
し
現
代
人
が
近
代
哲
雛
を
捜

疑
亀
鏡
判
広
な
く
そ
の
ま
』
憂
げ
つ
ぐ
と
云
ふ
寒
き
や
り
方
は
近
代
精
紳

に
亀
轍
…
行
ず
る
と
鷲
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
倫
理
墨
と
瀧
魯
墨
と
を
同
一
麗

ナ
る
こ
と
は
繊
來
な
い
が
、
色
々
な
回
し
い
科
藥
の
歳
果
、
回
し
い
叢
鍵

を
よ
く
油
意
し
て
愚
索
を
懸
め
る
と
灘
う
こ
と
は
灘
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

元
楽
倫
理
離
は
人
間
酌
感
情
と
入
…
闘
慣
値
の
絶
灘
性
を
．
叢
に
し
て
み
る
。

そ
し
て
こ
の
や
う
な
償
億
は
ア
ブ
ソ
リ
ュ
ー
テ
ィ
ズ
ム
と
篤
族
主
義
の
影

響
下
に
あ
っ
た
欝
本
の
響
腿
界
で
は
無
醗
さ
れ
て
る
た
．
然
し
ヒ
ュ
肇
マ

ニ
ズ
ム
の
今
田
け
膚
り
方
に
驕
し
て
は
巾
々
手
巌
し
い
幾
舗
が
宗
勲
と
科

勝
ゐ
月
面
か
ら
行
は
れ
て
る
る
。
然
し
た
と
え
宗
数
が
新
し
い
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
を
導
き
購
し
得
る
に
し
て
承
宗
敏
の
挫
質
上
そ
れ
に
は
眼
界
が
あ

る
。
そ
こ
に
倫
難
離
の
寸
書
が
開
か
れ
る
。
然
し
翼
灘
魯
博
才
の
側
か
ら

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
膚
り
方
添
危
々
輪
…
ぜ
ら
れ
て
る
る
。
こ
れ
は
絃
簡
近

代
倫
理
の
慮
己
鋤
鋼
の
必
要
を
職
す
る
竜
め
で
あ
る
。
然
し
階
級
繭
利
巴

熊
義
か
ら
人
類
愛
へ
の
聯
欝
強
約
韓
化
の
如
き
臨
の
を
（
三
田
謙
十
臨
疑
）

雌
暴
　
澱
　
鎧

我
々
は
容
｛
易
に
信
ず
る
氣
に
な
れ
な
い
。
だ
が
我
々
は
讃
評
の
ヒ
ュ
…
マ

溝
ズ
ム
を
土
藁
に
し
、
科
膜
を
媒
介
に
し
て
國
家
、
階
級
、
家
族
そ
の
他

の
一
蔵
會
の
倫
刑
理
の
塞
彫
目
輝
甑
卿
た
る
べ
・
ざ
亀
め
を
鵡
掬
え
出
・
ず
こ
と
は
罪
常
に

曝
要
な
こ
と
と
思
う
。
・
か
う
云
う
仕
購
は
嘗
て
声
言
博
ま
が
「
倫
理
學
」

で
試
み
ら
れ
た
外
に
殆
ど
拳
が
つ
け
ら
れ
て
る
な
い
の
で
あ
る
。

・

一二載籔

植
　
期
，

臓

卜
　
藤
　
掌
行

P

家
都
大
墜
文
墨
部
（
美
學
・
美
衝
更
）

名
轡
教
瞭

　
　
　
　
　
女
學
博
漁

懸
奨
學
法
董
（
哲

學
溺
敷
疑
．

弐
　
邑
　
禽
　
邦
　
　
龍
谷
大
學
丈
雛
部
（
二
二
墨
）
助
敏
疑

　倉蓼

∫　　り
τσ

芳
　
央

京
都
大
醗
丈
一
部
（
倫
難
學
）
教

喪
學
簿
ま

授

践
九
．

＼
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三
年
嶽
（
英
文
）
に
よ
っ
て
、
内
外
の
開
係
諸
縫
關
及
び
一
華
會
と

　
　
の
塾
紬

　
な
峰
最
勧
に
潟
げ
た
諸
會
合
は
今
春
以
來
の
塞
爵
“
の
添
弾
の
一
都
で
あ

る
が
、
除
・
年
険
に
於
て
は
虎
記
の
掘
黛
曾
脅
が
機
ざ
れ
た
。

一、

ﾗ
講
肇
欝
記
念
蒋
鴛
慰
呈
）
葦
蒙
八
戸

「
三
白
と
絡
乗
」
　
　
　
　
　
　
京
大
数
殺

「
新
し
い
段
界
の
佛
敏
的
構
想
砿
　
　
花
大
弓
三

一
、
研
究
報
轡
愈
　
十
は
月
背
艮
（
彗
～
）
争
後
二
時

「
宗
鰍
と
融
會
紘
　
　
　
　
　
　
富
穴
三
訂

一
、
　
口
置
鮒
剛
糖
構
嬬
偶
命
M
　
　
一
鞘
μ
伸
コ
八
円
門
（
土
）
華
∴
轡
門
一
胱
2
翠

「
宗
円
の
塞
響
（
」
　
　

，
　
京
大
助
敏
蟹

武文筑濾久有
内冠註松賀
　嬉　風　鐵
義叢一眞太
範室雄燕一鶴

　
二
本
會
憂
足
以
荊
の
昨
春
瞬
角
よ
り
繭
記
諸
ギ
大
畢
研
麗
者
十
三
名
脳
力

の
下
に
「
世
鼻
喪
化
綱
造
と
宗
敏
」
な
る
共
隔
験
究
が
な
さ
れ
つ
》
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
財
部
）

報

臼
本
四
三
三
三
三
員
候
補
者

、
推
薦
の
件

　
貸
門
本
猟
か
術
（
響
懸
磁
の
餓
謝
嵩
…
関
燐
樋
慧
灘
幅
鶴
Ψ
が
↓
T
…
月
十
口
曜
か
ら
十
鵜
謄
月

十
縫
ま
で
あ
問
に
行
は
れ
ま
す
が
、
本
禽
ほ
委
鼓
會
の
議
に
よ
り
全

購
槻
候
補
者
と
し
て
三
韓
矯
員
家
大
丈
残
部
岡
目
矢
引
部
蓬
郡
瑠

を
適
径
≧
認
め
て
推
薦
致
し
震
す
か
ら
振
っ
て
御
投
鍍
下
さ
い
。
地

方
の
宥
一
一
鍛
は
全
一
の
鵬
分
の
一
を
占
め
る
の
に
、
全
野
概
の
鴬

瀧
｝
者
鋤
酬
は
億
か
瓢
（
匙
昌
ハ
の
六
分
，
の
一
（
現
禽
員
、
画
名
）
に
勲
ぎ
癒
い

と
い
ふ
こ
と
は
、
地
方
人
で
な
く
と
も
モ
の
不
均
一
に
驚
か
ざ
る
を

え
な
い
で
せ
う
。
そ
の
允
め
種
々
の
不
懐
が
趨
り
憲
す
。
こ
れ
は
一

つ
に
ぼ
地
・
万
か
ら
徽
川
選
見
込
み
の
な
い
候
補
者
が
臨
立
謎
爵
る
離
｝
単
一
で

奪
。
矢
田
澱
即
鴬
隠
は
露
胡
大
点
鼠
穫
τ
鯉
W
や
甲
慰
畿
の
濟
…
大
鑑
’
か
ら
も
公
認
さ
五
γ

て
る
る
の
で
、
藩
し
本
暫
研
閣
窮
椛
漕
の
一
致
し
た
御
後
援
が
あ
れ

擢
恐
ら
く
需
選
可
能
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。
鴛
學
膏
衰
と
し
て

ば
か
り
で
な
く
、
地
方
代
塞
と
い
ふ
意
瞭
を
含
め
、
史
學
丈
學
の
御

繍
友
を
も
轡
鋤
誘
の
翫
跨
君
に
櫛
投
票
下
さ
ら
ば
塗
憩
で
す
。

　
昭
勲
識
十
菰
年
十
耳

禽
　
員
各
　
位

京
都
哲
學
會
委
員
　
同

轟
2



會

告

一
、
本
底
へ
入
倫
騒
希
盟
の
方
は
論
承
都
霜
曇
詣
駅
麗
田
㎝
甲
餌
浦
町
弘

丈
五
内
京
都
哲
學
曾
係
宛
に
規
完
の
會
湘
賀
を
蕊
佛
込
下
さ
い

「
振
替
ロ
座
京
都
網
九
五
眠
六
番
　
京
都
哲
攣
會
」

周
、
葡
金
切
れ
の
揚
禽
は
帯
封
に
「
餉
金
切
し
の
印
を
捺
し
ま
す

か
ら
薩
ち
に
御
田
込
下
さ
い

一
、
會
員
の
韓
居
入
退
愈
難
（
編
集
藩
務
以
外
の
一
切
）
の
蜘
訪

は
弘
丈
此
内
轟
泉
都
議
學
愈
係
へ
御
癒
知
下
さ
い

一、

{
誌
の
編
集
に
關
す
る
樋
信
・
新
刊
轡
・
寄
照
難
誌
蝶
は
す

。
へ
で
本
震
宛
に
お
憤
り
下
さ
い

鵜
髄
京
都
哲
學
會

註
文
規
定

圃、

咩
寰
B
以
外
の
隙
㍑
韓
蝋
者
の
御
霊
証
山
又
及
び
醗
輩
出
n
に
書
す
る
糠
口
は

「
弘
丈
賞
」
へ
獅
乱
読
込
下
さ
い

呵
、
本
誌
の
御
註
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
統
戯
ハ
胴
金
に
て
お
逡
り

下
さ
い

一
、
特
に
講
求
書
及
び
肩
凝
罫
線
を
要
す
る
揚
金
は
郵
雰
八
園

を
お
邊
り
下
さ
い

昭
和
二
十
五
年

昭
利
二
十
鼠
年
十
月

九
月
廿
五
日
印
縦

編
集
人

磯
行
人

印
刷
人

印
刷
研

獲
行
場

一
日
畿
行

君

京鈴菓久三代諮

1礁み都
中　憩　　　醗誓

1幸羅護學
駄翫勉無

弘
交
堂
郎
刷
部

京
郡
晦
田
遊
西
蒲
町
田
○

會秣
甦式

羅弘

器
奮文
羅
譲堂

定便

数

完
　
　
贋
　
　
藤
　
　
親

桶

研
菅
野
鞍

鼻
欝
金
二
二
耳
糞

＋
二
燈
（
萌
金
）
　
五
頁
㎎
十
園

金
三
　
　
園

金
十
八
圓

一
璽
＋
齎

（誌
繧
ﾌ
簿
更
に
よ
る
脅
費
の
過
不
足
は
傘
年
叉
は
圃
年
毎
に
騎
算
い
た
し
ま
す
）



℃
巳
匡
鐸
ヨ
窪
隔
、
ヨ
～
呂
黛
ぴ
ト
匡
罫
亀
ヨ
睡
匡
ヨ
難
鰐
、
盛
弓
↓
軽
！
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